
13

2025.04.01

　インフルエンザとコロナの混在した冬を超え、少しずつ暖かくなってまいりました。
本年より平川代表世話人の体制になり、初めてのリョクニシレターとなります。今回
ご寄稿いただきました南先生は上記のとおりいよいよ緑西会に入会されましたが、実
はご主人は兵庫医科大学卒で、現在は伊丹市立病院皮膚科部長としてご活躍中です。
また舟木先生のご主人は、兵庫医科大学病院呼吸器外科

の主任教授でいらっしゃる舟木壮一郎先生と、この度は兵庫医科大学に縁もゆ
かりも「ある」先生方にご寄稿いただきました。
　なお今年も 6 月に本会総会が開催される予定となっております。平川代表
世話人の提唱する「語り合おうや！」の精神で、是非皆さま奮ってご参加くだ
さい。（濱岡　守 /27回生）
　濱岡先生は西宮市医師会副会長としてもご活躍中です！（保科幸次/14回生）
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兵庫医科大学同窓会緑樹会 西宮支部 緑西会会員数　 160名 2025.3.1

おぐしクリニック
 小串伊知郎
（1990年卒・13回生・剣道部）

 辰巳　美晶
（2002年卒・ゴルフ部）

二代目院長
西宮“道一筋50年”

上大市5丁目12-15　

消化器内科・外科・肛門外科・在宅訪問診療

安岡クリニック

まなべ整形・皮フ科へ

愛車・ケータハム セブン
　　趣味・ゴルフ

折山　文子
（S54卒・卓球部応援団）

安岡　眞奈美（S58卒）

真鍋　貴重（H20卒） 蘭（H21卒）

斎藤　正紀

消化器科・内科・外科・肛門科

平川クリニック
1990年卒・13回生
アメリカンフットボール部平川　一秀
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おりやま小児科クリニックおりやま小児科クリニックおりやま小児科クリニック

「子どももお母さんも元気になれる
クリニックを目指しています」

高座町1-62 Tel: 72-5500 仁川町2丁目4-13 Tel: 54-7771

石刎町15-1
Tel: 71-3985

笠屋町15-16

内科・脳神経内科・皮膚科

辰巳クリニック辰巳クリニック辰巳クリニック

目指せ！
年間100ラウンド
目指せ！
年間100ラウンド

去年は80去年は80

内科・肝臓内科・代謝内科

さいとう内科・肝臓クリニック

肝疾患や生活習慣病の治療を
主に行っています

　今年から吉岡先生のあとをつぎ、緑

西会の代表世話人になりました、平川

一秀です。まずは自己紹介からいたし

ます。兵庫医科大学平成2年卒で今年還

暦になりました。25才で卒業して35

年がたち人生の半分以上がすみました。

山は登ったら降りてこないといけませ

ん。降りれなければ遭難です。もう人生

の頂上まで行ったので今は下山してい

る感じです。卒業後は手術がしたくて

兵庫医大の第一外科に入局し、消化器

外科領域の手術の研鑽に励んでいまし

た。当時の医局はブラック企業の最先

端をいってました。先輩ドクターから

の罵声あり、オペ室で変な回答をする

と教授から手術器具で頭をどつかれる

暴力あり、夜遅くまで仕事をしていま

したが、残業代なんてありません。こん

なひどい研修医時代なのですが、この

研修医時代が僕の医師としての基礎を

作ったと思います。今の新研修医制度

の研修2年目の先生の話を聞いている

と、先輩ドクターから怒られるのです

か？と逆に聞かれる始末。これからの

医療は大丈夫か？と心配するのは年を

取ったせいかもしれません。学生時代

のクラブはアメリカンフットボール部

に所属していました。昨年は数試合を

観戦しました。母校の試合は熱が入り

ます。昨年はあれよあれよと勝ち星を

あげ4部リーグ優勝となりました。うれ

しい限りです。また大学4年生時には学

生会の委員長もしてました。だれもや

りたがらない役職です。当時学生部長

は免疫学の新家先生でしたので体育館

の設立要望や鳴尾浜グランドの整備、

カリキュラムの事などいろいろと論争

をくりひろげていました。当時は先生

たちも若くて何かあったら研究室まで

行きお酒を酌み交わしながら話をした

ものです。当然お酒は先生が研究室に

隠しているものをいただきました。今

思うとまだまだ子供だったなと思いま

す。今は研究室で酒を飲むことができ

ないのでしょうか？でもこの時期に先

生や仲間とわいわい討論するのはいい

ものだと思います。平成記念会館がで

きたときは感慨深いものがありました。

　さて今年は6月21日土曜日午後6時

から緑西会総会を行います。また今回

は緑兵会（兵庫医科大学内の緑樹会支

部会）との合同開催となります。また全

国各支部会長にも可能なら参加を呼び

かけようと考えています。学生時代か

ら「語り合おうや！」で飲んだくれてい

ましたので、みんなでわいわい語り合

う会にしたいと思います。今年も「語り

合おうや！」でいきますので、皆さんの

参加をお待ちしております。
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岐阜県関市で骨折、皮膚疾患になったら。。

月

○

○

金

○

○

木

○

火

○

×

土

○

×

×

水

往診

AM

PM

9時～

12時

※日曜・祝日休診

6時～

8時

往 診
休
診
日 予

約
制

相撲応援してます！

（S63卒・ラグビー部）
元 兵庫医大肝胆膵科 准教授



　今年度、緑樹会に新入会させていただきま
した準会員の南佳容子です。私は、昭和 63
年に川崎医科大学を卒業し、同大学で皮膚科
を中心に形成外科、救急科、血液内科、腎臓
内科をローテートして研修を終え、平成２年
４月に兵庫医科大学皮膚科学教室に入局しま
した。また平成４年４月に大学院に入学、平
成８年３月に修了しましたので、それにより
緑樹会入会資格を得たはずでした。が、なぜ
か会員ではありませんでした。疑問に思って
いたある日、大学院修了時に緑樹会入会の用
紙があったこと、大学院の同級生らに手続き
について聞いたこと、当時の同級生らからの
「しないよ」との返事で「そうか」と流してし
まったことを思い出したのです。でもそれは
そのはず、尋ねた同級生は皆、兵庫医科大学
の卒業生であり、改めて手続きの必要はなかっ
たのです。そのことに気づいた時には、まさ
に「時すでに遅し」でした。
　令和２年、上ヶ原病院に迎え入れてくださ
ることになり、そこで会員手続きをし損ねたエ
ピソードを大江与喜子理事長にカミングアウ
トしたことで、緑樹会とのご縁を繋げてくださ
ることになりました。遅ればせながらの入会で
はありますが、長年の貴重な「忘れもの」をやっ
と取り戻すことができたという思いです。この
ようにポカがあったり、頑張る方向がちょっと
ズレていたり、「天然」であることは隠せませ
んが、まっすぐなタイプです。緑西会の皆様方、
どうかよろしくお願いいたします。

VOICE

上ヶ原病院皮膚科

南　佳容子

1988年・川崎医大卒業 

　緑西会員の皆様平素は大変お世話になりあ
りがとうございます。
　新型コロナウイルス感染症が 5 類となり少
しずつ日常生活を取り戻しつつも、今年の冬
はインフルエンザが猛威を振るいいつまでも
休まらない日々を過ごされていることか思い
ます。
　簡単では御座いますが私の自己紹介と挨拶
をさせて頂きます。私は両親の仕事で滞在し
ていた米国で生まれました。物心つく頃には
帰国しその後神戸市、中学生以降は西宮で過
ごしております。ちょうど震災の年に兵庫医
科大学に入学し、楽しくも勉学に忙しい学生
生活を過ごしました。卒業後は大阪市立大学
皮膚科（現大阪公立大学）に入局しました。
大学病院で研修した後、星ヶ丘厚生年金病院
（現 JCHO 星ヶ丘医療センター）の形成外科
において手術手技の研鑽を積んだのち再び大
学院生として帰局し 4 年間の研究生活を送り
ました。
　その間、皮膚科専門医をも取得しました。
その後勤務した大阪回生病院では多くのアレ
ルギー疾患を経験する機会に恵まれアレル
ギー専門医も取得することができました。5
年前に再び地元に戻り西宮北口に診療所を開
設する運びとなりました。近年アトピー性皮
膚炎、乾癬などの領域では分子標的治療薬な
どの新規治療薬の新たな治療薬の登場により
治療内容が目まぐるしく進歩しております。
私も皮膚科専門医として、その進歩に何とか

フナキ皮膚科
院長

舟木　聡子

2002年卒・25回生

　緑西会の皆様こんにちは　渡辺内科クリ
ニックの久保聡子と申します。
　私事ではありますが、2024 年は久しぶり
に多くの同窓生と交流を持てた年でした。
　1 つが 6 月に初めて参加させて頂いた緑西
会の総会でした。兵庫医科大学病院長となら
れた池内浩基先生には、母校の現状や今後の
展望など同窓生ならではの視点からお話頂き、

どんどん話に引き込まれた素晴らしい講演を
頂きました。その後の懇親会でも多くの先生
方と交流する機会を持て大変楽しい時間を過
ごさせて頂きました。初参加にも関わらず 2
次会にもお邪魔し平川先生の貴重なボトルを
遠慮なく頂いてしまいました（平川先生また
お願いします！）
　11 月には緑西会の川崎香織先生を筆頭と
する幹事の尽力により 27 期生の同窓会が開
かれました。学生や研修医時代の事も鮮明に
覚えているのに、もう 20 年も経っている事
にびっくりです。長い間会っていなくても会
えばすぐに学生時代に戻り、握手したりハグ
したり、3 人用ソファーに 5 人ギュウギュウ
で座りたがったり？大学生を通り超えて中学
生、いや小学生のような集団に戻っていまし
た。
　一方でみんな年齢を重ね経験をつみ、「この
前研修医に胸腔穿刺をさせようとしたら
chatGPT で調べてきた！」という話に変化を
感じたり、子供の教育や医師の先輩である親
との経営方針の違いに悩んでいたり　やはり
私達も少しずつ背負う物が大きくなってきて
いると感じました。
　遠方からの参加者もいる中で、今も職住共
に母校のすぐそばで、いつでも連絡がとれる
友人や先輩がいるなんて本当にありがたいと
感じました。
会の最後には濱岡守先生が「みんな緑樹会の
会費ほんま払ってな！」と力説していて兵庫
医大愛♡を強く感じました。

追いつくよう日々努めております。困った症
例ではしばしば兵庫医科大学に紹介させてい
ただており、大学病院、同級生や会員の先生
方に大変お世話になっております。コロナ禍
など様々な問題がありましたが、開設 5 年が
経とうとしております。これもひとえに皆様
方のご支援のおかげかと思います。あらため
て御礼申し上げます。今後ともご指導ご鞭撻
のほどよろしくお願い申し上げます。また昨
年には家族が兵庫医科大学で勤務するご縁を
頂き改めてすばらしい職場環境のもと教育、
臨床など充実した毎日を送っていると聞いて
おります。
　何かと御縁のある録西会の一員として微力
ながら今後とも地域の一助となるよう頑張っ
ていく所存でありますので皆様何卒よろしく
お願い申し上げます。最後になりますが、母
校である兵庫医科大学のますますの発展と会
員の皆様方のご健康とならびに一層のご成功
を祈念して私の挨拶とさせて頂きます。

渡辺内科クリニック

久保　聡子

2004年卒・27回生

　今年度、緑樹会に新入会させていただきま
した準会員の南佳容子です。私は、昭和 63
年に川崎医科大学を卒業し、同大学で皮膚科
を中心に形成外科、救急科、血液内科、腎臓
内科をローテートして研修を終え、平成２年
４月に兵庫医科大学皮膚科学教室に入局しま
した。また平成４年４月に大学院に入学、平
成８年３月に修了しましたので、それにより
緑樹会入会資格を得たはずでした。が、なぜ
か会員ではありませんでした。疑問に思って
いたある日、大学院修了時に緑樹会入会の用
紙があったこと、大学院の同級生らに手続き
について聞いたこと、当時の同級生らからの
「しないよ」との返事で「そうか」と流してし
まったことを思い出したのです。でもそれは
そのはず、尋ねた同級生は皆、兵庫医科大学
の卒業生であり、改めて手続きの必要はなかっ
たのです。そのことに気づいた時には、まさ
に「時すでに遅し」でした。
　令和２年、上ヶ原病院に迎え入れてくださ
ることになり、そこで会員手続きをし損ねたエ
ピソードを大江与喜子理事長にカミングアウ
トしたことで、緑樹会とのご縁を繋げてくださ
ることになりました。遅ればせながらの入会で
はありますが、長年の貴重な「忘れもの」をやっ
と取り戻すことができたという思いです。この
ようにポカがあったり、頑張る方向がちょっと
ズレていたり、「天然」であることは隠せませ
んが、まっすぐなタイプです。緑西会の皆様方、
どうかよろしくお願いいたします。
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しずつ日常生活を取り戻しつつも、今年の冬
はインフルエンザが猛威を振るいいつまでも
休まらない日々を過ごされていることか思い
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　簡単では御座いますが私の自己紹介と挨拶
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ごしております。ちょうど震災の年に兵庫医
科大学に入学し、楽しくも勉学に忙しい学生
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設する運びとなりました。近年アトピー性皮
膚炎、乾癬などの領域では分子標的治療薬な
どの新規治療薬の新たな治療薬の登場により
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友人や先輩がいるなんて本当にありがたいと
感じました。
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ながら今後とも地域の一助となるよう頑張っ
ていく所存でありますので皆様何卒よろしく
お願い申し上げます。最後になりますが、母
校である兵庫医科大学のますますの発展と会
員の皆様方のご健康とならびに一層のご成功
を祈念して私の挨拶とさせて頂きます。

渡辺内科クリニック

久保　聡子

2004年卒・27回生



　今年度、緑樹会に新入会させていただきま
した準会員の南佳容子です。私は、昭和 63
年に川崎医科大学を卒業し、同大学で皮膚科
を中心に形成外科、救急科、血液内科、腎臓
内科をローテートして研修を終え、平成２年
４月に兵庫医科大学皮膚科学教室に入局しま
した。また平成４年４月に大学院に入学、平
成８年３月に修了しましたので、それにより
緑樹会入会資格を得たはずでした。が、なぜ
か会員ではありませんでした。疑問に思って
いたある日、大学院修了時に緑樹会入会の用
紙があったこと、大学院の同級生らに手続き
について聞いたこと、当時の同級生らからの
「しないよ」との返事で「そうか」と流してし
まったことを思い出したのです。でもそれは
そのはず、尋ねた同級生は皆、兵庫医科大学
の卒業生であり、改めて手続きの必要はなかっ
たのです。そのことに気づいた時には、まさ
に「時すでに遅し」でした。
　令和２年、上ヶ原病院に迎え入れてくださ
ることになり、そこで会員手続きをし損ねたエ
ピソードを大江与喜子理事長にカミングアウ
トしたことで、緑樹会とのご縁を繋げてくださ
ることになりました。遅ればせながらの入会で
はありますが、長年の貴重な「忘れもの」をやっ
と取り戻すことができたという思いです。この
ようにポカがあったり、頑張る方向がちょっと
ズレていたり、「天然」であることは隠せませ
んが、まっすぐなタイプです。緑西会の皆様方、
どうかよろしくお願いいたします。

VOICE

上ヶ原病院皮膚科

南　佳容子

1988年・川崎医大卒業 

　緑西会員の皆様平素は大変お世話になりあ
りがとうございます。
　新型コロナウイルス感染症が 5 類となり少
しずつ日常生活を取り戻しつつも、今年の冬
はインフルエンザが猛威を振るいいつまでも
休まらない日々を過ごされていることか思い
ます。
　簡単では御座いますが私の自己紹介と挨拶
をさせて頂きます。私は両親の仕事で滞在し
ていた米国で生まれました。物心つく頃には
帰国しその後神戸市、中学生以降は西宮で過
ごしております。ちょうど震災の年に兵庫医
科大学に入学し、楽しくも勉学に忙しい学生
生活を過ごしました。卒業後は大阪市立大学
皮膚科（現大阪公立大学）に入局しました。
大学病院で研修した後、星ヶ丘厚生年金病院
（現 JCHO 星ヶ丘医療センター）の形成外科
において手術手技の研鑽を積んだのち再び大
学院生として帰局し 4 年間の研究生活を送り
ました。
　その間、皮膚科専門医をも取得しました。
その後勤務した大阪回生病院では多くのアレ
ルギー疾患を経験する機会に恵まれアレル
ギー専門医も取得することができました。5
年前に再び地元に戻り西宮北口に診療所を開
設する運びとなりました。近年アトピー性皮
膚炎、乾癬などの領域では分子標的治療薬な
どの新規治療薬の新たな治療薬の登場により
治療内容が目まぐるしく進歩しております。
私も皮膚科専門医として、その進歩に何とか

フナキ皮膚科
院長

舟木　聡子

2002年卒・25回生

　緑西会の皆様こんにちは　渡辺内科クリ
ニックの久保聡子と申します。
　私事ではありますが、2024 年は久しぶり
に多くの同窓生と交流を持てた年でした。
　1 つが 6 月に初めて参加させて頂いた緑西
会の総会でした。兵庫医科大学病院長となら
れた池内浩基先生には、母校の現状や今後の
展望など同窓生ならではの視点からお話頂き、

どんどん話に引き込まれた素晴らしい講演を
頂きました。その後の懇親会でも多くの先生
方と交流する機会を持て大変楽しい時間を過
ごさせて頂きました。初参加にも関わらず 2
次会にもお邪魔し平川先生の貴重なボトルを
遠慮なく頂いてしまいました（平川先生また
お願いします！）
　11 月には緑西会の川崎香織先生を筆頭と
する幹事の尽力により 27 期生の同窓会が開
かれました。学生や研修医時代の事も鮮明に
覚えているのに、もう 20 年も経っている事
にびっくりです。長い間会っていなくても会
えばすぐに学生時代に戻り、握手したりハグ
したり、3 人用ソファーに 5 人ギュウギュウ
で座りたがったり？大学生を通り超えて中学
生、いや小学生のような集団に戻っていまし
た。
　一方でみんな年齢を重ね経験をつみ、「この
前研修医に胸腔穿刺をさせようとしたら
chatGPT で調べてきた！」という話に変化を
感じたり、子供の教育や医師の先輩である親
との経営方針の違いに悩んでいたり　やはり
私達も少しずつ背負う物が大きくなってきて
いると感じました。
　遠方からの参加者もいる中で、今も職住共
に母校のすぐそばで、いつでも連絡がとれる
友人や先輩がいるなんて本当にありがたいと
感じました。
会の最後には濱岡守先生が「みんな緑樹会の
会費ほんま払ってな！」と力説していて兵庫
医大愛♡を強く感じました。

追いつくよう日々努めております。困った症
例ではしばしば兵庫医科大学に紹介させてい
ただており、大学病院、同級生や会員の先生
方に大変お世話になっております。コロナ禍
など様々な問題がありましたが、開設 5 年が
経とうとしております。これもひとえに皆様
方のご支援のおかげかと思います。あらため
て御礼申し上げます。今後ともご指導ご鞭撻
のほどよろしくお願い申し上げます。また昨
年には家族が兵庫医科大学で勤務するご縁を
頂き改めてすばらしい職場環境のもと教育、
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　インフルエンザとコロナの混在した冬を超え、少しずつ暖かくなってまいりました。
本年より平川代表世話人の体制になり、初めてのリョクニシレターとなります。今回
ご寄稿いただきました南先生は上記のとおりいよいよ緑西会に入会されましたが、実
はご主人は兵庫医科大学卒で、現在は伊丹市立病院皮膚科部長としてご活躍中です。
また舟木先生のご主人は、兵庫医科大学病院呼吸器外科

の主任教授でいらっしゃる舟木壮一郎先生と、この度は兵庫医科大学に縁もゆ
かりも「ある」先生方にご寄稿いただきました。
　なお今年も 6 月に本会総会が開催される予定となっております。平川代表
世話人の提唱する「語り合おうや！」の精神で、是非皆さま奮ってご参加くだ
さい。（濱岡　守 /27回生）
　濱岡先生は西宮市医師会副会長としてもご活躍中です！（保科幸次/14回生）

発行人：大江与喜子　　代表世話人：平川一秀　　印刷所：兵田印刷工芸株式会社
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兵庫医科大学同窓会緑樹会 西宮支部 緑西会会員数　 160名 2025.3.1

おぐしクリニック
 小串伊知郎
（1990年卒・13回生・剣道部）

 辰巳　美晶
（2002年卒・ゴルフ部）

二代目院長
西宮“道一筋50年”

上大市5丁目12-15　

消化器内科・外科・肛門外科・在宅訪問診療

安岡クリニック

まなべ整形・皮フ科へ

愛車・ケータハム セブン
　　趣味・ゴルフ

折山　文子
（S54卒・卓球部応援団）

安岡　眞奈美（S58卒）

真鍋　貴重（H20卒） 蘭（H21卒）

斎藤　正紀

消化器科・内科・外科・肛門科

平川クリニック
1990年卒・13回生
アメリカンフットボール部平川　一秀

大屋町12-20　

何でも気軽に相談できるクリニック
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おりやま小児科クリニックおりやま小児科クリニックおりやま小児科クリニック

「子どももお母さんも元気になれる
クリニックを目指しています」

高座町1-62 Tel: 72-5500 仁川町2丁目4-13 Tel: 54-7771

石刎町15-1
Tel: 71-3985

笠屋町15-16

内科・脳神経内科・皮膚科

辰巳クリニック辰巳クリニック辰巳クリニック

目指せ！
年間100ラウンド
目指せ！
年間100ラウンド

去年は80去年は80

内科・肝臓内科・代謝内科

さいとう内科・肝臓クリニック

肝疾患や生活習慣病の治療を
主に行っています

　今年から吉岡先生のあとをつぎ、緑

西会の代表世話人になりました、平川

一秀です。まずは自己紹介からいたし

ます。兵庫医科大学平成2年卒で今年還

暦になりました。25才で卒業して35

年がたち人生の半分以上がすみました。

山は登ったら降りてこないといけませ

ん。降りれなければ遭難です。もう人生

の頂上まで行ったので今は下山してい

る感じです。卒業後は手術がしたくて

兵庫医大の第一外科に入局し、消化器

外科領域の手術の研鑽に励んでいまし

た。当時の医局はブラック企業の最先

端をいってました。先輩ドクターから

の罵声あり、オペ室で変な回答をする

と教授から手術器具で頭をどつかれる

暴力あり、夜遅くまで仕事をしていま

したが、残業代なんてありません。こん

なひどい研修医時代なのですが、この

研修医時代が僕の医師としての基礎を

作ったと思います。今の新研修医制度

の研修2年目の先生の話を聞いている

と、先輩ドクターから怒られるのです

か？と逆に聞かれる始末。これからの

医療は大丈夫か？と心配するのは年を

取ったせいかもしれません。学生時代

のクラブはアメリカンフットボール部

に所属していました。昨年は数試合を

観戦しました。母校の試合は熱が入り

ます。昨年はあれよあれよと勝ち星を

あげ4部リーグ優勝となりました。うれ

しい限りです。また大学4年生時には学

生会の委員長もしてました。だれもや

りたがらない役職です。当時学生部長

は免疫学の新家先生でしたので体育館

の設立要望や鳴尾浜グランドの整備、

カリキュラムの事などいろいろと論争

をくりひろげていました。当時は先生

たちも若くて何かあったら研究室まで

行きお酒を酌み交わしながら話をした

ものです。当然お酒は先生が研究室に

隠しているものをいただきました。今

思うとまだまだ子供だったなと思いま

す。今は研究室で酒を飲むことができ

ないのでしょうか？でもこの時期に先

生や仲間とわいわい討論するのはいい

ものだと思います。平成記念会館がで

きたときは感慨深いものがありました。

　さて今年は6月21日土曜日午後6時

から緑西会総会を行います。また今回

は緑兵会（兵庫医科大学内の緑樹会支

部会）との合同開催となります。また全

国各支部会長にも可能なら参加を呼び

かけようと考えています。学生時代か

ら「語り合おうや！」で飲んだくれてい

ましたので、みんなでわいわい語り合

う会にしたいと思います。今年も「語り

合おうや！」でいきますので、皆さんの

参加をお待ちしております。

13回生

1990
年卒

総会ご出欠の返信は
こちらから

岐阜県関市で骨折、皮膚疾患になったら。。

月

○

○

金

○

○

木

○

火

○

×

土

○

×

×

水

往診

AM

PM

9時～

12時

※日曜・祝日休診

6時～

8時

往 診
休
診
日 予

約
制

相撲応援してます！

（S63卒・ラグビー部）
元 兵庫医大肝胆膵科 准教授


